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＜病棟連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・小山田　順様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１％「日医工」１０ｇ／本 1 本  

 　　　　　　　　1日1回 患部に塗布　1調剤分
・大久保　貴之様～センノシド錠１２ｍｇ「サンド」（ヒート） 2 錠  　便秘時　3回分　

　　　　　　　　　※便秘時ＩＦオーダーあり。

・田村　真紀子様～レボトミン錠２５ｍｇ 1 錠  　不眠時　20回分
・藤井　純子様　～本日昼から各食パンからごはん食へ変更

　　　　　　　ハップスターＩＤ７０ｍｇ　　７枚／袋 2 袋 [1日2枚、両前腕、7日分] 

＜ベッドコントロール＞
・南病棟からの移動候補、橋本　喜久子様、高橋　郁様、中居　亮子様の3名。



＜金Dr.患者様診察情報＞
・鳴瀬　裕之様～最近の様子を情報提供。本人診察時幻聴あると訴えているが、トラブルなどには至っていないとの事。処方薬の変更は無し。
・坂本　福子様～男性患者様に過度な接触やまとまりのない話し掛けある事情報提供。診察時本人からは訴えなく、穏やかである。処方薬の変更は無し。
・中村　聡様　～スタッフに対し怒鳴る事、大声で独語する様子あった事、反社会勢力の方々と連絡を取っている可能性ある事情報提供。主治医から怒鳴る事に関して厳しく注意されている。診察時の様子としては、笑っており常に謝る姿勢が見られている。処方薬の変更は無し。
・佐々木　彰洋様～女性患者様から過度な接触やまとまりのない話し掛けされている事、男性患者様とトラブルになっている事、パソコンなど電子機器に対しての訴え頻回であり、随時傾聴要している事情報提供。本人から相続に関する書類に印鑑と日付記してもらっている。診察中も叔父や母に対して被害的な考えをしており、「叔父叔父ってなんで母は動かないんですか」「俺が全て悪いって事なんですね」などと不機嫌さ見られている。主治医から今後の生活の為にも厳しく注意している。処方薬の変更は無し。
・中川　洋子様　～最近の様子を情報提供。退院前に脳波検査を行ってほしいとあかしあ寮から連絡があり、主治医から許可貰っている。処方薬の変更は無し。
＜注目患者ケース検討＞

・村山　吾朗様～治験薬服用や諸検査は拒否なく実施している。嘔気や嘔吐等の身体不調の訴えもない。引き続き、嘔気、嘔吐、精神症状などの諸症状の観察をしていきましょう。

・齊藤 めぐみ様～作業療法やアルコール依存症治療プログラムへの取り組みは良好で、飲酒に関連した発言はなく経過。身体不調などの訴えはない。引き続き、プログラムの取り組み状況を確認し、断酒意志の確立を援助していく。

・本木　孝子様　～療養環境変更目的の為、昨日、南病棟から西Ｂユニットへ転入している。自分の部屋が分からなくなったり、レストランから戻る際に南病棟に行こうとすることがあり、介入している。昨夜もトイレの場所が分からず、男子トイレを覗く事があり誘導していたとの事。本人の所在を把握し、必要時の誘導等を行っていきましょう。


・成田　早希様　～休養目的で昨日、西病棟へ入院となっている。ＡＤＬなどは自立し、日課にも参加出来ているが、不安がある様子でぬいぐるみを抱いて行動している。徘徊が目立っている。昨夜は入院前の睡眠習慣から早く起きてしまう事があるが、日中の眠気や不調の訴えはなし。

　　　　　　　　　休養や安静を促し、休息できる環境を提供していきましょう。
